
１
は
じ
め
に

　
都
市
基
盤
整
備
公
団
は
、
前
々
身
の
日
本
住
宅
公

団
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
三
十
年
以
来
、
社
会
・
経
済

状
況
や
、
国
の
政
策
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
大
都
市

圏
に
お
け
る
住
宅
・
宅
地
不
足
の
解
消
や
住
生
活
の

質
の
向
上
、
都
市
機
能
の
更
新
な
ど
を
推
進
し
、
現

在
ま
で
に
約
百
五
十
万
戸
に
お
よ
ぶ
住
宅
建
設
と
一

万
二
千
㌶
を
超
え
る
宅
地
供
給
を
行
な
い
、
二
百
ヶ

所
以
上
の
再
開
発
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　
そ
の
中
か
ら
本
稿
で
は
、
公
団
の
住
宅
地
開
発
が
、

時
代
背
景
と
社
会
の
要
請
に
対
応
し
な
が
ら
ど
の
よ

う
に
実
施
さ
れ
て
き
た
の
か
を
簡
単
に
紹
介
し
た

い
。
　
ま
た
現
在
、
我
が
国
の
社
会
・
経
済
状
況
の
変
化

は
著
し
く
、
ま
ち
や
住
ま
い
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
て
い
る
。
中
で
も
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
が
、

ま
ち
や
す
ま
い
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ

こ
で
、
公
団
総
合
研
究
所
は
高
齢
者
予
備
軍
が
高
齢

期
に
な
っ
た
と
き
に
住
み
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
、
即
ち
「
終
の
住
処
」
像
を
把
握
し
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
・
す
ま
い
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
、
「
終

の
住
処
」
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。

併
せ
て
そ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
。

２
一
公
団
の
住
宅
地
開
発
の
変
遷

①
著
し
い
住
宅
不
足
の
時
代

　
昭
和
三
十
年
代
は
戦
後
十
年
の
戦
災
復
興
期
を
経

て
高
度
成
長
期
が
始
ま
る
時
代
で
あ
る
。
日
本
経
済

は
徐
々
に
活
力
を
取
り
戻
し
、
一
般
的
な
生
活
水
準

が
戦
前
並
み
に
回
復
す
る
も
の
の
、
住
宅
面
で
の
立

ち
後
れ
が
目
立
ち
、
昭
和
二
十
九
年
当
時
、
ま
だ
約

二
百
八
十
万
戸
の
住
宅
が
不
足
し
て
い
た
。
公
営
住

宅
や
民
間
住
宅
だ
け
で
は
膨
大
な
住
宅
需
要
に
対
応

し
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
国
は
昭
和
三
十
年
七
月
に

日
本
住
宅
公
団
を
設
立
し
、
公
団
は
集
合
住
宅
の
建

設
と
宅
地
開
発
を
開
始
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
、
経
済
が
復
興
し
生
活
水
準
が
向

上
す
る
中
で
都
市
部
の
人
口
・
産
業
の
集
中
が
進
行

し
、
し
だ
い
に
既
成
市
街
地
で
は
増
大
す
る
住
宅
供

給
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
、
新
た
に
都
市
周
辺
部

で
の
宅
地
開
発
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
首

都
圏
で
は
都
心
か
ら
二
十
～
三
十
キ
ロ
圈
に
お
い
て

公
団
第
一
期
の
事
業
で
あ
る
多
摩
平
（
豊
田
地
区
）
、

常
盤
平
（
金
ヶ
作
地
区
）
に
昭
和
三
十
二
年
に
着
手

し
た
。
開
発
規
模
も
百
三
十
㌶
、
百
六
十
九
㌶
と
当

時
と
し
て
は
大
き
く
、
公
団
団
地
、
児
童
公
園
や
集

会
所
な
ど
の
近
隣
公
益
施
設
、
商
業
施
設
を
整
備
し
、

ト
ー
タ
ル
な
街
づ
く
り
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
　
昭
和
三
十
年
代
後
半
、
公
団
は
さ
ら
に
規
模
が
大

き
い
、
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
に
着
手
す
る
。

公
団
初
の
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
は
名
古
屋
市

の
都
心
か
ら
二
十
キ
ロ
東
北
に
位
置
す
る
高
蔵
寺
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
（
面
積
七
百
二
㌶
で
始
ま
っ
た
。
都

市
的
な
魅
力
を
で
き
る
限
り
創
出
す
る
た
め
、
行
政
、

商
業
、
文
化
な
ど
の
施
設
を
１
ヵ
所
に
集
め
る
ワ
ン

・
セ
ン
タ
ー
方
式
を
採
用
し
、
以
後
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
開
発
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

②
ト
郊
外
住
宅
地
の
遠
隔
化

　
昭
和
四
十
年
代
、
都
市
部
に
お
い
て
は
人
口
・
産

業
の
集
中
が
激
化
す
る
中
で
、
都
市
施
設
を
中
心
と

す
る
居
住
環
境
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
、
住
宅
難
、
交

通
渋
滞
、
交
通
事
故
の
増
大
、
公
害
の
発
生
、
地
価

の
高
騰
、
土
地
利
用
の
混
乱
と
い
っ
た
都
市
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。

　
公
団
開
発
地
区
は
、
地
価
の
高
騰
等
か
ら
首
都
圏

に
お
い
て
は
三
十
～
五
十
キ
ロ
圏
へ
遠
隔
化
し
て
い

っ
た
。
こ
の
遠
隔
化
の
現
象
の
中
で
公
団
は
鉄
道
の

新
線
建
設
等
を
前
提
と
し
た
大
規
模
な
開
発
に
着
手

す
る
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
面
積
千
四
百
三
十
八

㌶
）
で
は
京
王
線
・
小
田
急
線
の
延
伸
、
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
（
千
三
百
十
七
㌶
で
は
市
営
地
下
鉄
の
新

設
、
洋
光
台
・
港
南
台
（
五
百
六
㌶
で
は
国
鉄
根

岸
線
の
延
伸
が
都
市
開
発
と
セ
ッ
ト
で
行
な
わ
れ
て

い
る
（
写
真
ｌ
１
）
。

１
ｌ
は
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に

２
ｌ
公
団
の
住
宅
地
開
発
の
変
遷
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ｌ
求
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ら
れ
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処
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に
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③
質
的
向
上
を
目
指
し
て

　
昭
和
四
十
八
年
の
住
宅
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ

の
年
に
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
住
宅
戸
数
が

世
帯
数
を
上
回
っ
た
。
し
か
し
、
住
宅
の
狭
さ
、
老

朽
化
、
不
十
分
な
施
設
に
苦
し
む
住
宅
困
窮
世
帯
は
、

全
国
総
世
帯
の
三
五
％
に
あ
た
る
千
三
万
世
帯
に
上

っ
て
い
た
。
戦
後
、
住
宅
不
足
解
消
を
第
一
の
目
的

に
進
め
ら
れ
た
住
宅
・
宅
地
政
策
は
、
こ
れ
以
後
、

量
的
充
足
か
ら
質
的
向
上
へ
と
そ
の
政
策
課
題
の
転

換
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
公
団
開
発

地
区
に
お
い
て
も
、
宅
地
販
売
に
苦
戦
す
る
中
、
居

住
環
境
の
質
的
向
上
を
目
指
し
て
様
々
な
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
年
代
後
半
は
環
境
保
護
の
動
き
が
広
か

っ
て
い
た
時
代
で
も
あ
る
。
公
団
の
開
発
で
は
、
公

園
緑
地
の
適
切
な
配
置
と
と
も
に
表
土
保
全
と
そ
の

活
用
に
早
く
か
ら
取
り
組
り
く
ん
で
い
た
。
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
現
況
の
地
形
を
活
か
し
、
公
園
、

学
校
、
集
合
住
宅
地
を
結
ん
だ
歩
行
者
専
用
道
路
と
、

歩
行
者
専
用
道
路
沿
い
の
民
有
地
内
の
現
況
斜
面
緑

地
が
空
間
的
に
一
体
と
な
っ
た
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
緑
空
間
は
場
所
に
よ
っ
て
は
幅
が
約
百
㍍
に
も

広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
頃
、
豊
か
に
な
っ
た
国
民
の
意
識
は
生
活
空

間
の
環
境
で
あ
る
景
観
に
対
し
て
も
大
き
な
関
心
を

払
う
よ
う
に
な
り
、
公
団
は
街
な
み
の
景
観
形
成
に

つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
外
構
や
舗
装
の
デ
ザ

イ
ン
、
電
線
の
地
中
化
・
無
電
中
化
を
行
な
っ
た
。

横
浜
市
青
葉
区
の
あ
お
ば
山
の
手
台
（
奈
良
地
区
）

の
主
要
幹
線
道
路
で
は
、
共
同
収
容
溝
に
電
気
、
電

話
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
電
線
類
の
地
中
化
を
行
な
い
、
電

線
の
な
い
美
し
い
街
な
み
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

景
観
形
成
の
手
法
は
、
橋
梁
な
ど
の
大
規
模
な
公
共

施
設
や
建
築
物
な
ど
の
施
設
単
独
の
デ
ザ
イ
ン
か

ら
、
あ
る
エ
リ
ア
全
体
の
景
観
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行

な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
仲
町

台
駅
前
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、
景
観
に
つ
い
て
取
決

め
た
「
街
づ
く
り
協
定
」
、
厚
木
森
の
里
地
区
で
は
、

戸
建
住
宅
エ
リ
ア
で
任
意
協
定
の
「
ま
ち
づ
く
り
申

し
合
わ
せ
」
を
締
結
し
、
良
好
な
街
な
み
景
観
の
創

出
と
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
年
代
後
半
、
住
宅
宅
地
政
策
に
お
い
て

質
の
向
上
に
重
点
が
お
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
総
合
的

な
市
街
地
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ

た
。
そ
し
て
昭
和
五
十
六
年
、
日
本
住
宅
公
団
と
宅

地
開
発
公
団
が
統
合
さ
れ
、
住
宅
・
宅
地
の
供
給
と

総
合
的
な
都
市
整
備
の
実
施
機
関
と
し
て
、
住
宅
・

都
市
整
備
公
団
が
設
立
さ
れ
た
。

④
住
宅
都
市
か
ら
複
合
多
機
能
都
市
へ

　
公
団
は
「
住
む
」
た
め
の
機
能
を
中
心
と
し
た
開

発
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
昭
和
六
十
年
代
に
な
っ
て
、

自
立
型
都
市
を
目
指
し
た
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
成

功
を
踏
ま
え
、
「
住
む
」
、
「
働
く
」
、
「
学
ぶ
」
、
「
憩

う
」
と
い
う
多
様
な
機
能
を
持
つ
「
複
合
多
機
能
都

市
づ
く
り
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
転
換
し
て
い
っ

た
。
多
摩
、
港
北
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
の
大

規
模
開
発
を
は
じ
め
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
地

区
に
お
い
て
、
地
域
を
活
性
化
し
、
魅
力
を
増
進
し
、

都
市
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

土
地
利
用
計
画
の
変
更
に
取
り
組
ん
だ
。

⑤
ト
横
浜
市
域
に
お
け
る
公
団
の
住
宅
地
開
発

　
横
浜
市
域
に
お
い
て
公
団
は
、
洋
光
台
・
港
南
台
、

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
あ
お
ば
山
の
手
台
、
長
津
田

一
　
特
集
・
成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外
①
「
郊
外
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
ま
ち
づ
く
り

み
な
み
台
と
い
っ
た
都
市
開
発
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
最
近
街
開
き
を
し
た
長
津
田
み
な
み
台

の
概
要
と
、
洋
光
台
の
ビ
ル
ト
ア
ッ
プ
の
状
況
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

　
長
津
田
み
な
み
台
は
、
東
急
田
園
都
市
線
、
Ｊ
Ｒ

横
浜
線
長
津
田
駅
か
ら
南
に
約
七
百
㍍
の
丘
陵
地
に

位
置
す
る
面
積
九
十
四
は
の
地
区
で
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
開
発
し
て
い
る
。
事
業
の
目
的
は
、

無
秩
序
な
市
街
化
の
防
止
、
つ
ま
り
計
画
的
な
市
街

地
整
備
と
住
宅
・
宅
地
の
供
給
で
あ
る
。
平
成
十
二

年
十
一
月
に
第
一
回
の
宅
地
分
譲
を
行
な
っ
た
ば
か

り
の
、
こ
れ
か
ら
市
街
化
・
熟
成
さ
れ
て
い
く
地
区

で
あ
る
。
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
は
、
自
然
を

で
き
る
だ
け
残
す
こ
と
で
、
地
区
の
三
〇
％
を
緑
地

と
し
て
い
る
。
公
園
で
は
、
現
況
樹
林
を
一
部
活
か

し
、
造
成
地
に
あ
る
樹
木
の
移
植
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
「
ホ
タ
ル
の
沢
」
も
あ

り
、
自
然
環
境
の
保
全
活
用
と
環
境
資
産
の
有
効
利

用
を
行
な
っ
て
い
る
（
図
ｌ
１
）
。

　
洋
光
台
は
面
積
二
百
八
㌶
、
昭
和
四
十
一
年
に
土

地
区
画
整
理
事
業
を
開
始
し
、
昭
和
四
十
八
年
に
換

地
処
分
を
行
な
っ
て
い
る
。
洋
光
台
の
ビ
ル
ト
ア
ッ

プ
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度
に
公
団
総
合
研

究
所
で
調
査
を
行
な
っ
た
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九

六
六
年
）
の
事
業
認
可
時
の
ビ
ル
ト
ア
ッ
プ
率
（
注

１
）
は
わ
ず
か
四
％
で
あ
っ
た
が
、
初
期
入
居
時
の

昭
和
四
十
五
年
二
九
七
〇
年
）
に
は
概
ね
一
三
％
、

換
地
処
分
時
の
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
年
）
に

は
概
ね
四
五
％
と
急
速
な
ビ
ル
ト
ア
ッ
プ
が
み
ら

れ
、
そ
の
後
も
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）
の

概
ね
八
〇
％
ま
で
同
様
な
傾
向
が
続
き
、
そ
れ
以
降

の
二
十
年
間
は
微
増
傾
向
で
あ
る
（
図
ｌ
２
）
。

　
急
速
な
ビ
ル
ト
ア
ッ
プ
の
要
因
と
し
て
は
、
昭
和

図一1　長津田みなみ台
（
注
―
）
ビ
ル
ト
ア
ッ
プ
率
と
は
、
ビ
ル
ト
ア
ッ
プ

し
て
い
る
宅
地
面
積
を
総
宅
地
面
積
（
た
だ
し
濃
地

駐
車
場
利
用
宅
地
を
除
く
）
で
除
し
た
数
値
の
百
分

率図一2　洋光台地区のビルトアップの状況
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四
十
一
年
か
ら
八
年
間
の
短
期
間
で
基
盤
整
備
が
完

了
し
、
昭
和
四
十
五
年
の
国
鉄
根
岸
線
磯
子
駅
か
ら

洋
光
台
駅
の
開
通
、
昭
和
四
十
六
年
の
小
中
学
校
の

開
校
、
地
区
内
ス
ー
パ
ー
の
開
店
な
ど
急
速
に
市
街

化
の
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
集

合
住
宅
用
地
は
五
十
四
㌶
の
う
ち
、
公
団
の
団
地
が

七
六
％
に
あ
た
る
四
十
一
㌶
を
占
め
、
約
五
千
戸
の

団
地
を
建
設
し
て
い
る
。

⑦
－
新
し
い
時
代
に
向
け
て

　
現
在
社
会
経
済
状
況
は
、
少
子
化
・
高
齢
化
に
よ

る
労
働
人
口
の
減
少
、
Ｉ
Ｔ
革
命
に
代
表
さ
れ
る
新

た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
登
場
等
、
大
き
く
転
換
し
て

お
り
、
我
が
国
に
お
け
る
都
市
政
策
や
住
宅
政
策
も
、

従
来
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
都
市
・
住
宅
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
「
急

激
な
都
市
化
の
時
代
」
を
経
て
安
定
・
成
熟
し
た

「
都
市
型
社
会
の
時
代
」
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
、

大
都
市
地
域
等
を
中
心
に
、
都
市
の
基
盤
が
十
分
に

整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
の
低
い
居
住
環
境
水
準
、
長
時

間
通
勤
、
防
災
上
危
険
な
密
集
市
街
地
や
低
未
利
用

地
が
存
在
す
る
こ
と
等
、
都
市
の
課
題
は
未
だ
解
決

さ
れ
て
い
な
い
。

　
公
団
は
戦
後
の
復
興
期
か
ら
高
度
成
長
期
に
か

け
、
急
増
す
る
住
宅
需
要
に
対
応
し
住
宅
・
宅
地
の

供
給
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
民
間
住
宅
市
場
の
成
長
、

社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
業

務
内
容
や
社
会
的
役
割
を
改
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
主
た
る
目
的
を
「
住
宅
・
宅
地
の
大
量
供
給
」

か
ら
「
都
市
の
基
盤
整
備
」
へ
、
「
都
市
の
拡
大
」

か
ら
「
都
市
の
既
成
市
街
地
の
再
編
整
備
お
よ
び
既

存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
」
へ
、
転
換
す
る
こ
と
と

な
り
、
昨
年
十
月
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
新
公
団
は
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び

民
間
事
業
者
等
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
都

心
居
住
・
職
住
近
接
の
促
進
、
防
災
性
の
向
上
、
拠

点
市
街
地
の
形
成
、
土
地
の
有
効
利
用
な
ど
の
大
き

な
課
題
に
対
応
し
、
真
ハ
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
都

市
生
活
の
確
保
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

３
求
め
ら
れ
る
「
終
の
住
処
」

　
社
会
経
済
状
況
や
構
造
の
変
化
が
著
し
い
現
在
、

公
団
は
新
た
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
そ
れ
に
対

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
す
ま
い
づ
く
り
を
行
な
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ま
ち
・

す
ま
い
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
中

で
、
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
都
市
生
活
の
一
つ

と
し
て
、
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
す

ま
い
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
今
の
社
会
状
況
の
中
で
、
高
齢
化
の
進
捗
は
著

し
い
も
の
が
あ
り
、
一
九
九
四
年
に
は
六
十
五
歳
以

上
の
人
口
割
合
が
一
四
％
を
超
え
る
「
高
齢
社
会
」

に
突
人
し
た
。
特
に
高
度
成
長
期
に
地
方
か
ら
人
口

が
流
人
し
相
対
的
に
若
い
世
代
の
占
め
る
割
合
が
多

か
っ
か
大
都
市
圏
で
は
、
出
生
率
が
そ
の
他
地
域
よ

り
低
い
な
ど
少
子
化
の
傾
向
が
強
い
こ
と
か
ら
、
高

齢
者
の
占
め
る
割
合
は
急
速
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
公
団
は
、
高
齢
期
に
な
っ
た
と
き
に
住

み
た
い
と
考
え
て
い
る
処
、
「
終
の
住
処
」
像
を
把

握
す
る
た
め
に
、
首
都
圏
五
十
キ
ロ
圏
内
の
高
齢
者

予
備
軍
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。

○
ト
調
査
の
概
要

　
本
調
査
は
平
成
九
年
度
か
ら
十
一
年
度
の
三
ヶ
年

に
わ
た
り
行
な
っ
た
。
調
査
の
中
心
で
あ
る
平
成
十

一
年
度
の
調
査
対
象
は
、
首
都
圏
五
十
キ
ロ
圏
内
に

住
む
四
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
高
齢
者
予
備
軍
の

男
女
三
千
人
で
、
郵
送
方
式
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
な
い
、
一
、
一
八
九
票
（
回
収
率
三
九
・
六
％
）

を
回
収
し
た
。

＠
ト
「
終
の
住
処
」
を
求
め
て
い
る
人

　
首
都
圏
（
五
十
キ
ロ
）
の
高
齢
者
予
備
軍
（
四
十

五
歳
～
六
十
四
歳
）
の
う
ち
「
終
の
住
処
」
を
す
で

に
取
得
し
た
と
答
え
た
人
は
六
五
％
、
残
り
の
三

五
％
は
未
取
得
と
回
答
し
た
（
図
－
３
）
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
首
都
圏
の
高
齢
者
予
備
軍
八
百

五
十
万
人
（
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
、
首

都
圏
五
十
キ
ロ
圏
内
の
市
区
町
村
の
四
十
五
歳
～
六

十
四
歳
人
口
を
住
民
基
本
台
帳
よ
り
計
算
）
の
う
ち
、

約
三
百
万
人
が
ま
だ
「
終
の
住
処
」
を
手
に
入
れ
て

い
な
い
計
算
に
な
る
。

　
既
に
「
終
の
住
処
」
を
取
得
し
た
人
の
、
平
均
取

得
年
齢
は
三
九
・
五
歳
、
一
方
、
「
終
の
住
処
」
未

取
得
者
の
平
均
取
得
予
定
年
齢
は
、
六
〇
・
八
歳
で

あ
っ
た
。
「
終
の
住
処
」
を
取
得
し
て
い
な
い
六
十

歳
未
満
の
男
性
の
取
得
希
望
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
定

年
を
迎
え
る
六
十
～
六
十
四
歳
に
集
中
し
て
い
た
。

　
首
都
圏
高
齢
者
予
備
軍
の
「
終
の
住
処
」
未
取
得

者
の
、
取
得
希
望
年
齢
と
現
在
の
年
齢
の
差
か
ら
取

得
希
望
時
期
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
数
年
後
か
ら
需

要
の
波
が
や
っ
て
く
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
（
図
－

４
）
。

＠
ト
都
心
志
向
か
郊
外
志
向
か

　
　
「
終
の
住
処
」
未
取
得
者
に
、
「
終
の
住
処
」
と

図一3　「終の住処」取得状況
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図一4　「終の住処」未取得者の取得予定時期



し
て
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
生
活
す
る
上
で
便
利
な

『
都
心
』
の
よ
う
な
と
こ
ろ
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
『
郊
外
』
の
よ
う
な
と

こ
ろ
」
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
二
者
択
一
で
質
問
し
た
。

　
○
～
十
キ
ロ
圈
に
居
住
し
て
い
る
人
の
六
六
％
は

「
終
の
住
処
」
を
都
心
に
希
望
し
て
い
る
。
一
方
、

三
十
～
五
十
キ
ロ
圏
に
居
住
し
て
い
る
人
の
六
一
％

は
郊
外
に
希
望
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
東
京
都
心

か
ら
の
距
離
で
集
計
分
析
し
て
い
る
が
、
横
浜
市
に

お
い
て
考
え
る
と
、
東
京
都
心
に
加
え
横
浜
都
心
か

ら
の
距
離
が
関
係
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

（
図
－
５
）
。

　
性
別
に
よ
り
集
計
す
る
と
、
男
性
は
比
較
的
郊
外

志
向
が
強
く
、
女
性
は
比
較
的
都
心
志
向
が
強
い
こ

と
が
わ
か
る
。

○
ト
子
供
と
の
同
居
に
つ
い
て

　
子
供
と
の
同
居
、
近
居
意
向
に
つ
い
て
、
自
分
か

健
康
な
時
と
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
分
け
て
、

「
終
の
住
処
」
取
得
済
者
に
も
未
取
得
者
に
も
合
せ

て
質
問
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
子
供
と
の
近
居
希
望
は
、
健
康
時
で

は
六
八
％
、
要
介
護
時
は
五
九
％
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
子
供
と
の
同
居
・
近
居
を
希
望
し
な
い
「
子

離
れ
居
住
派
」
の
割
合
は
一
三
％
程
度
で
、
健
康
時

も
要
介
護
０
　
も
変
わ
ら
な
い
（
図
－
６
）
。

＠
－
「
終
の
住
処
」
に
望
ま
れ
る
環
境

　
　
「
終
の
住
処
」
未
取
得
者
が
、
「
終
の
住
処
」
の

-

選
択
に
お
い
て
重
視
す
る
点
（
複
数
回
答
）
は
、

「
病
院
が
近
く
に
あ
る
こ
と
」
が
四
四
％
で
最
多
で

あ
っ
た
。

　
　
「
終
の
住
処
」
未
取
得
者
の
う
ち
、
郊
外
志
向
者

は
「
自
然
」
「
趣
味
・
余
暇
活
動
」
を
、
都
心
志
向

者
は
「
日
常
生
活
」
「
交
通
」
の
利
便
性
を
重
視
し

て
い
る
（
図
－
７
）
。

　
高
齢
期
に
し
て
み
た
い
こ
と
（
現
在
か
ら
続
け
て

行
な
う
場
合
も
含
む
）
の
一
位
は
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」

三
九
％
、
二
位
は
「
パ
ソ
コ
ン
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

三
七
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
は
行
な
っ
て
い
な

い
が
、
高
齢
期
に
し
て
み
た
い
こ
と
の
上
位
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
、
「
経
験
や
知
識

を
生
か
し
た
活
動
」
、
「
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で

あ
っ
た
（
図
－
８
）
。

４
一
お
わ
り
に

　
我
が
国
で
は
、
人
口
の
偏
在
や
年
齢
構
成
の
ゆ
が

み
が
、
加
齢
に
よ
っ
て
新
た
な
課
題
を
生
む
と
予
想

さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
住
宅
・
社
会
資
本
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
「
終
の
住
処
」
に
関

す
る
市
民
意
識
調
査
の
結
果
が
示
唆
す
る
需
要
構
造

の
変
化
に
も
対
応
し
、
適
切
な
住
環
境
の
整
備
や
都

市
の
再
構
築
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、
現

在
懸
念
さ
れ
て
い
る
超
高
齢
社
会
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
に
対
し
て
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
△
都
市
基
盤
整
備
公
団
総
合
研
究
所
∇

特
集
・
成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外
＠
「
郊
外
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
ま
ち
づ
く
り

図一5　「終の住処」未取得者の都心・郊外志向
　　　　（現居住地域別）

図一6　子供との同居・近居希望（取得済者・未取得者とも）

図一7　「終の住処」未取得者の都心・郊外志向別の
　　　　「終の住処」選択時重視点（複数回答）

図一8　現在の活動状況と高齢期の活動意向
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